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関野聖雲(1889-1947)彫刻家。小鮎村生れ。高村光雲の門弟。東京美術学校木彫科助教授。 

66 和田傳(1900-1985)厚木市名誉市民。文学者。農村を舞台に作品を書く。『鰯雲』が映画化。 

67 中村雨紅(1897-1972)「夕焼け小焼け」作詞。神奈川県立厚木実科高等女学校の国語教師。 

68 三芳悌吉(1910-2000)画家。絵画以外にも絵本を制作。和田傳の『鰯雲』の挿絵を担当。 

69 難波孫次郎(1914-2010)三田村生れ。彫刻家。関野聖雲に学ぶ。本厚木駅北口銅像の作者。 

70 島村亮(1901-1958)妻田村生れ。画家。山内多門、安田靫彦に師事。帝国美術院展等に入選。 

番
外 

ゆかり

のない

偉人 

ダグラス・マッカーサー（1880-1964）日本占領連合国最高司令官。パイプをくわえ厚木基地に降

り立つ姿が有名だが厚木基地は厚木市内にはない。 

 あつぎにゆかりのある偉人70選は、あつぎ郷土博物館の学芸員が選びました。内容については、諸
説ありますが、有力と思われる説やあつぎに伝わる伝承を採用しています。より詳しく知りたい方は、中
央図書館やあつぎ郷土博物館でお調べください。 

 あつぎにゆかりのある偉人70選は、厚木
市のホームページでも公開しています。 

【参考文献】 

『厚木市史』、『神奈川県史』 

飯田孝『相模人国記 厚木・愛甲の歴史を彩った百人』 市民かわら版 2000年 

神奈川近世史研究会『江戸時代 神奈川の100人』 有隣堂 2007年  

【問合せ】 

厚木市文化魅力創造課 

あつぎ郷土博物館 

電話 046-225-2515 

太田道灌 室町時代後期の武将。扇谷上杉氏の有力家臣。 

幻庵宗哲 戦国時代の僧。伊勢宗瑞の子。北条５代に仕える。 

山角定勝 江戸時代の旗本。山角氏は元々は戦国大名北条氏家臣。 

五柏園丈水  江戸時代の猿ヶ島に住む法師流俳諧の師匠。  

岡崎勝男 外交官。のちに政治家に転身し吉田内閣で外務大臣を務める。 

相模川佶延 大相撲力士 。関脇まで進み、大横綱の双葉山と対戦。 
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あつぎにゆかりのある偉人70選 
NO 区分 名前/あつぎとの関わり 

1 

古 

代 

日本武尊（生没年不明）小野で火攻めにあった伝承が残る。 

2 小野小町（生没年不明）小野には、世界三大美人で歌人の小町の出生地という伝承が残る。 

3 
源義隆（生年不明-1160）毛利荘を領有し「森冠者陸奥六郎」を名乗る。平治の乱で戦死。 

源頼隆（1159-没年不明）義隆の子「毛利冠者」を名乗る。子孫は信長に仕えた森蘭丸。 

4 

中 

世 

源頼朝(1147-1199)初代鎌倉将軍。下毛利荘に立ち寄り、大江広元からもてなしを受ける。 

5 毛利(森)景行(生年不明-1213)毛利荘の開発領主の一族。和田合戦において討死。  

6 大江広元(1143/1148-1225）鎌倉幕府政所の初代別当。頼朝から下毛利荘を与えられる。 

7 毛利季光(1202-1247)広元から毛利荘を相続して毛利氏を名乗る。毛利氏の祖。 

8 愛甲季隆(生年不明-1213）弓の名手。源頼朝が御所を離れる際には弓矢を持ち随行。 

9 古庄近藤太能成（生没年不明）金剛寺に不当に税を課したことを頼朝へ訴えられる。 

10 隆寛（1147-1228）浄土宗の僧。飯山の地で毛利季光にかくまわれる。 光福寺を開山。 

11 藤九郎盛長(1135-1200）安達氏の祖。三田八幡神社を勧請。金剛寺に位牌と供養塔がある。 

12 日蓮(1222-1282)日蓮宗の開祖。依知の本間重連の館で祈ると星下りの奇瑞が現れた。 

13 本間重連（生没年不明）鎌倉時代中期の御家人。星下りの奇瑞があった館の持ち主。 

14 
本間一族(資貞・忠秀)鎌倉時代末期から南北朝時代に依知郷を領有した一族。 

        資貞(1297-1333)、資忠(1316-1333)父子は、楠木正成と戦う。 

15 一遍(1239-1289)時宗の開祖。瑠璃光寺に参篭。一遍の杖が芽吹いた樹木が残る。 

16 善鸞(1217ヵ-1286)浄土真宗の開祖親鸞の子だが縁を切られる。父を思い弘徳寺に逗留する。 

17 夢窓疎石(1275-1351)臨済宗の僧。「厚木」の地名が初めて史料上に登場する古文書を書く。 

18 
高師直(生年不明-1351)足利尊氏の側近。厚木郷の初出文書の受取者。 

高師冬(生年不明-1351)高師直の養子。飯山で上杉憲顕と戦う。(湯山事件) 

19 上杉憲顕(山内上杉)(1306-1368)初代関東管領。飯山で高師冬と戦う。(湯山事件) 

20 足利基氏(1340-1367)足利尊氏の子、初代鎌倉公方。高師冬と共に飯山に籠る。（湯山事件） 

21 足利持氏(1398-1439)足利尊氏の子。鎌倉公方。河入郷と三田村の用水争いに判決を下す。 

22 長尾景仲(1388-1463)太田道真(道灌の父)と共に七沢城を築城したと伝わる。 

23 上杉定正(扇谷上杉)(1443/1446-1494)実蒔原の戦いで山内上杉軍を少数で破る。 

24 
北条五代室町時代末から戦国時代の約100年間小田原城を本拠に関東を支配した戦国大 

       名。歴代当主は伊勢宗瑞、北条氏綱、氏康、氏政、氏直。豊臣秀吉軍に負け滅亡。 

25 武田信玄(1521-1573)甲州を拠点とした戦国大名。厚木を通過し小田原北条氏を攻める。 

26 長尾景虎(上杉謙信)(1530-1578)小田原城を攻めた際、最勝寺、建徳寺等を焼払う。 

27 桂坊（生年不明-1576）修験者。人柱となり玉川に沈み、村を水害から救う。堰神社に祀られる。 

28 豊臣秀吉(1537-1598)小田原城を包囲し、北条氏を破る。その際、荻野村等に禁制を出す。 

NO 区分 名前/あつぎとの関わり 

29 

近 

世 

徳川家康(1543-1616)江戸幕府初代将軍。鷹狩に来た際に厚木宿の溝呂木家で休憩。 

30 小幡勘兵衛景憲(1572-1663)『甲陽軍鑑』を完成させた軍学者。蓮生寺に墓所がある。 

31 徳川光圀(1628-1701)水戸藩２代目藩主。廃寺の危機に瀕していた妙傳寺を再興する。 

32 大久保教寛(1657-1738)本家小田原藩から独立し荻野山中藩の藩祖となる。 

33 溝呂木九右衛門(1784-1860)呉服業を営む厚木を代表する商人。厚木渡船場の支配権を持つ 

34 大久保常春(1675-1728)烏山藩初代藩主。厚木村に役所を置き相模国内の所領を治める。 

35 間部詮房(1666-1720)将軍の側用人。新井白石らと共に正徳の治を主導。市域内に所領を持つ。 

36 田沼意次(1719-1788)側用人兼老中。幕政改革に努めた。長谷、船子、戸田村に所領を持つ。 

37 駿河屋彦八(1774-1856) 江戸時代後期の酒井村の村長。侠客。『游相日記』に似顔絵が残る。 

38 手中明王太郎宮大工棟梁家系。87代景直(1729-1786)は火事で焼失した石尊社を再建。 

39 大久保教義(1825-1885)荻野山中藩の最後の藩主。討幕派浪士たちに陣屋を焼かれる。 

40 

近 

世 

文 

化 

・ 

芸 

術 

吉田朝右衛門(1795-1883)上方の人形遣い。林座や長谷座を指導し、福伝寺に葬られる。 

41 歌川国経(1777-1808)上荻野生れ。初代歌川豊国の門人の浮世絵師。講談師としても有名。 

42 松尾芭蕉(1644-1694)県下で最古になる芭蕉の関係碑「芭蕉翁梅塚」が松枝町に残る。 

43 坂東彦三郎(初代)(1693 -1751)江戸歌舞伎役者四天王の一人。金田妙純寺に題目塔を建立。 

44 島崎旦良(1766-1818)中荻野生れ。狩野派絵師。市指定文化財「釈迦三尊十八羅漢図」を描く。 

45 斎藤鐘助(利鐘)(生没年不明)厚木を代表する文化人。厚木六勝の選者。渡辺崋山と交流する。 

46 蟹殿洞々(1766ヵ-1835）上荻野村檜谷生れ。俳人。多くの門弟を持つ。句集文『的申』編さん。 

47 渡辺崋山(1793-1841)江戸から厚木宿まで旅の様子を『游相日記』に書く。厚木六勝を描く。 

48 滝沢馬琴(1767-1848)江戸時代後期の戯作者。伊豆から厚木へと旅をし狂歌人と交流する。 

49 つぶね法師(生年不明-1851)金剛寺門前にあった地蔵堂で文字と俳諧を教えたと伝わる。 

50 四川観玉珂(1730-1820)江戸時代の厚木商人、俳人。近江商人の系統。「相模俳壇の重鎮」 

51 岡本秋暉(1807-1862)小田原藩絵師。渡辺崋山、椿椿山と交友。花鳥画、特に孔雀の名手。 

52 井上五川(1792-1875)愛甲郡上荻野村生れ。絵師。龍の絵は「雨降りの龍」として珍重。 

53 

近
代
現
代 

Ｆ・ベアト(1832-1909）報道写真家。幕末から明治期に国内の風景等撮影。厚木の宿も撮影。 

54 アーネスト・サトウ(1843-1929)明治期頃のイギリス人外交官。大山登山後、古久屋に宿泊。 

55 板垣退助(1837-1919)自由民権運動家。「国会を創った男」とも呼ばれる。清源院で演説。 

56 小宮保次郎(1838-1900) 自由民権運動家。下川入村生れ。国会開設運動に参加。日記を残す。 

57 黒田黙耳(1852-1888)自由民権運動家。愛甲郡役所書記。相愛社の会長になる。 

58 黄金井為造(1865-1934)七沢村酒屋。国会議員、酒造組合会長を歴任。酒税減免運動に尽力。 

59 井上篤太郎(1859-1948)玉川電鉄、京王電気軌道の取締役を歴任。才戸橋の建築に資金提供。 

60 曽我徹随(1885-1936)浄土宗の僧侶。愛甲郡妻田村生れ。ハワイ、樺太に派遣され布教活動。 

61 外山亀太郎(1867-1918)上古沢村生れ。農学博士。蚕の遺伝に関する研究で世界的に評価。 

62 大屋八十八郎(1864-1950)旧制厚木中学初代校長。質実剛健の校風を作る。和田傳を教える。 

63 松川サク(1892-1986）小鮎村生れ。実業家。厚木市の名誉市民。「相模ゴム工業」を設立。 

64 中野再五郎(1875-1955)相模自動車㈱(現在:神奈川中央交通)を設立。現在の一番街を整備。 


